







　現在、先生は 1990 年につくられた「社団法人 ベルリン MEGA 編集促進協会」（Berliner 
Verein zur Förderung der MEGA-Edition）の理事長をされています。この協会は、マルクス・
























































　2007 年 12 月 30 日に服部文男先生が亡くなられた。先生の訃報を受けたのは、ご遺族の間で
葬儀が済んだ翌年初めではなかったかと記憶する。弔問した際、ご遺族から、文男先生の遺文
庫の処理を、私と黒滝正昭氏（宮城学院女子大学名誉教授）、大和田寛氏（仙台大学教授）を
中心に門下生があたることを要請された。その後、ご遺族の希望は、これらの遺文庫を散逸さ
せずまとまった形で保管することにあることが確認されたので、なるべくこのご希望に沿うよ
うな受け入れ先を見出そうと云うことが門下生の間で申し合わされた。他方、遺文庫をサンプ
リングし、暫定目録を作成しておかないと、話を具体的に進めることは困難であった。そこ
で、2008 年夏から翌春にかけて、両先生の遺文庫の内、5000 冊余の暫定目録を作成すること
